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1. なぜ「失敗パターン」を先に知るべきか（30秒で要点）
生成AIの導入で失敗する会社は、たいてい同じところでつまずきます。裏を返せば、他社がすでに踏

んだ地雷を先に知っておけば、その9割は避けられるということです。特に中小企業は、一度の失敗

で「うちには合わなかった」と結論づけてしまいがちなので、始める前にこの地図を持っておく価

値があります。

この資料では、私たちが現場で繰り返し見てきた20の失敗パターンを、計画・セキュリティ・定

着・効果測定・組織の5つに分けて整理しました。それぞれに「なぜ起きるのか」と「回避策」を添

えています。当てはまりそうなものがあれば、その回避策から着手してください。

2. 【計画・スタート】の失敗
始め方を間違えると、その後の全てがうまくいきません。最初の設計で防げる失敗です。

失敗パターン なぜ起きるのか 回避策

目的を決めず「とりあえ

ず導入」

流行っているから、で始

めてしまう

まず1つの業務に絞る。「経理の月次コメント作

成」まで具体化する

全社一斉展開でスタート 一気にやったほうが早い

と考える

1人・1業務・2週間から。小さく成功させて横に

広げる

高機能プランをいきなり

契約

上位版のほうが安心だと

思う

まず無料枠や下位プランで試し、足りなくなって

から上げる

ツール選定に時間をかけ

すぎる

失敗したくない気持ちが

強い

主要1つを2週間試す。比較検討より、使ってみる

ほうが速い

「AIに何でもできる」と

期待しすぎ

万能だと誤解している 得意（要約・下書き）と苦手（正確な計算・最新

情報）を先に理解する

3. 【セキュリティ・ルール】の失敗
不安への対処を誤ると、事故か、あるいは全く使われない状態を招きます。



失敗パターン なぜ起きるのか 回避策

不安だからと全面禁止 情報漏洩が怖い 全面禁止は「隠れて使う」を生む。入力禁止情報だけ決

めて解禁する

分厚い利用規程を最初

に作る

完璧なルールを求

める

まず「入力してはいけない情報」の1枚だけ。走りなが

ら足す

入力禁止情報を決めな

い

ルールが後回しに

なる

顧客の個人情報・未公開の決算・他社の秘密の3つは最

初に禁止

出力をノーチェックで

使う

AIを信じすぎる 数字・出典・固有名詞は人が1回確認。重要判断は必ず

人が最終

4. 【定着・運用】の失敗
導入後に最も多いのがこの領域です。「使われないAI」の正体はここにあります。

失敗パターン なぜ起きるのか 回避策

推進担当に1人で丸

投げ

担当を決めれば安心と考

える

経営が公に後押しする。孤立させず、成功を一緒に配

る

研修を一度やって

終わり

教えれば使うと思う 座学でなく「今ある1業務を置き換える」から始め

る。30日で習慣化

使える業務の粒度

が粗い

「業務効率化に使える」

で止まる

職種×作業の粒度で示す（プロンプト集の該当職種

を渡す）

一部のエースだけ

が使う

得意な人に任せてしまう エースを「お手本役」にし、隣で1人ずつ広げる

禁止から入る リスクを先に潰したい まず「使っていい」と伝える。真面目な人ほど禁止

で萎縮する

成功事例を共有し

ない

効果が個人にとどまる 「この作業が10分で終わった」を朝礼やチャットで

具体的に配る

5. 【効果測定・投資】の失敗
測らないと、続ける根拠がなくなり、静かに消えていきます。



失敗パターン なぜ起きるのか 回避策

効果を測らない 測り方が分からな

い

週次の利用率と、1人あたり削減時間（分/週）だけ

記録する

削減した時間の使い道を決

めない

浮いた時間が見え

ない

空いた時間を顧客対応・企画・育成に回し、それを

可視化する

短期で成果を求めすぎる すぐ結果が欲しい 定着には90日かかる前提で。3ヶ月で打ち切らない

6. 【組織・人】の失敗
最後は、経営と評価の姿勢です。ここがずれると、現場は動けません。

失敗パターン なぜ起きるのか 回避策

経営が「現場に任せた」と無

関心

現場マターだと考

える

経営が短くてよいので「使ってほしい」と公に言

う

「AIでラクをしている」と捉

える

手抜きに見える 「同じ時間で多くの価値を出している」と評価軸

を変える

7. 失敗を避ける「最初の3つの原則」
20の失敗を貫く共通の教訓は、次の3つに集約できます。

失敗を避ける3原則

1 小さく始める（1人・1業

務・2週間）
+

2 禁止でなく最小ルールで

解禁する
+

3 測って、成功を配る

☐ 目的を1つに絞り、1人・1業務・2週間で小さく試した

☐ 全面禁止でなく、入力禁止情報だけ決めて解禁した

☐ 週次の利用率と削減時間を記録し、成功をチームに共有した

この3つを守るだけで、20の失敗の大半は起きません。逆に、この3つを飛ばして全社展開・完璧な

ルール・効果測定なしで進めると、ほぼ確実にどれかの地雷を踏みます。



地雷は分かった。次は「自社の踏まない道」を引く
ここまでの20の失敗パターンと3原則は、どの会社にも当てはまる共通の地図です。ただし、御社が

どの地雷を踏みやすいか、どの業務から安全に始めるかは、業種・規模・体制によって変わります。

私たちは、これらの失敗を避けながら、非エンジニアの現場にClaudeを定着させるところまで伴走

しています。「うちはどこから手をつけ、何に気をつけるべきか」を、御社の状況に合わせて整理し

ます。下のリンクから、無料の30分相談でお気軽にご相談ください。

無料30分オンライン相談を受け付けています

© Claude Works ／ 本資料は 2026年7月 時点の情報に基づきます。最新情報は claudelab.jp をご確認ください。

「自社の場合どう進めればいいか」を、御社の状況に合わせて具体的にご提案します。売り込み

はいたしません。

📅 ご予約：https://app.spirinc.com/patterns/availability-sharing/evuvVnwxGC-

HC8t6imBtr/confirm

✉ support@lexor.jp　／　🌐 https://claudelab.jp
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